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◆
視
察
月
日　

７
月
18
日
〜
20
日

◆
視
察
市　

山
口
県
柳
井
市

　
　
　
　
　
　

山
口
県
光
市

◆
視
察
項
目

　

行
政
改
革
大
綱
に
つ
い
て

　

集
中
改
革
プ
ラ
ン
に
つ
い
て

　

街
並
み
景
観
整
備
づ
く
り
に
つ
い
て

　

総
合
計
画
策
定
に
つ
い
て

　

財
政
健
全
化
計
画
に
つ
い
て

　

17
年
２
月
合
併
し
た
柳
井
市
は
、
火
力

発
電
所
償
却
資
産
に
よ
る
固
定
資
産
税
収

入
の
特
異
性
、
基
金
の
減
少
、
増
加
す
る

扶
助
費
な
ど
本
市
と
共
通
し
て
い
る
。
合

併
後
の
財
政
状
況
に
つ
い
て
将
来
予
測
を

し
た
と
こ
ろ
、
大
幅
な
財
源
不
足
と
な

り
、
市
民
に
わ
か
り
や
す
く
財
政
状
況
と

集
中
改
革
プ
ラ
ン
の
方
針
を
公
表
し
周
知

を
図
る
と
と
も
に
、
職
員
の
意
識
・
行
動

改
革
に
つ
い
て
も
研
修
会
を
開
催
し
取
り

組
ん
で
い
る
。
ま
た
、
情
報
の
公
開
︵
職

員
３
８
８
人
を
21
年
度
に
は
３
６
４
人
に

削
減
す
る
な
ど
目
標
数
値
を
公
表
︶
で
市

民
の
理
解
を
得
る
な
ど
重
点
的
に
推
進
す

る
。
組
織
機
構
の
見
直
し
は
２
〜
３
年
の

間
に
実
施
す
る
。
ま
た
、
行
政
評
価
シ
ス

テ
ム
を
導
入
し
て
お
り
、
予
算
編
成
時
の

各
課
の
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
の
段
階
が
事
務
事
業

評
価
と
し
て
表
れ
て
い
る
。
市
長
を
先
頭

に
行
政
、
市
民
が
一
体
と
な
っ
た
柳
井
市

の
取
り
組
み
は
、
本
市
で
も
と
感
じ
た
。

　

光
市
は
、
新
日
鉄
、
武
田
薬
品
を
中
心

と
し
た
産
業
都
市
で
、
主
な
歳
入
は
市
税

が
46
％
、
交
付
税
10
％
と
な
っ
て
お
り
、

総
合
計
画
策
定
に
当
た
っ
て
財
政
健
全
化

計
画
の
中
で
財
政
計
画
と
実
施
計
画
と
の

連
動
を
明
確
に
し
て
い
る
。
今
後
５
年
間

の
財
政
収
支
見
通
し
を
分
析
し
た
と
こ

ろ
、
総
額
で
25
億
５
７
０
０
万
円
の
財
源

不
足
が
見
込
ま
れ
た
た
め
、
健
全
化
計
画

を
策
定
し
た
。
計
画
は
こ
れ
ま
で
の
方
針

を
踏
ま
え
、
特
別
会
計
等
と
の
整
合
︵
連

結
会
計
︶
を
図
り
、
21
年
度
ま
で
に
経
常

収
支
比
率
90
％
以
下
、
財
政
調
整
・
減
債

基
金
は
標
準
財
政
規
模
の
10
％
と
す
る
な

ど
、
数
値
目
標
を
掲
げ
、
歳
入
歳
出
に
具

体
的
な
方
策
を
盛
り
込
み
実
施
し
て
い

る
。
財
政
再
建
準
用
団
体
へ
の
転
落
を
回

避
す
る
と
の
危
機
感
を
持
ち
、
財
政
構
造

の
体
質
強
化
を
図
っ
て
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
る
光
市
の
状
況
を
見
た
と
き
、
本

市
も
よ
り
厳
し
く
臨
ま
ね
ば
と
感
じ
た
。

◆
視
察
月
日　

７
月
18
日
〜
20
日

◆
視
察
市　

兵
庫
県
三
木
市

　
　
　
　
　
　

京
都
府
宇
治
市

◆
視
察
項
目

　

国
民
体
育
大
会
の
民
泊
の
受
け
入
れ

　

三
木
市
総
合
型
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

　

余
裕
教
室
を
転
用
し
た
老
人
福
祉
施
設

　

三
木
市
吉
川
町
で
は
﹁
の
じ
ぎ
く
兵
庫

国
体
﹂
で
、
全
国
か
ら
集
ま
る
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
少
年
女
子
47
チ
ー
ム
５
１
７
人
の
受

け
入
れ
を
予
定
。
民
泊
形
態
は
、
公
民
館

を
拠
点
施
設
と
し
て
利
用
、
入
浴
、
宿
泊

は
民
泊
家
庭
で
行
う
と
い
う
共
同
民
泊
方

式
で
あ
る
。
１
次
、
２
次
の
説
明
会
を
経

て
40
の
民
泊
協
力
会
が
組
織
化
さ
れ
た
。

民
泊
協
力
会
へ
の
助
成
金
は
１
チ
ー
ム

30
万
円
、
標
準
献
立
普
及
調
理
講
習
会
や

食
品
衛
生
講
習
会
の
開
催
な
ど
﹁
国
体
の

成
功
は
民
泊
の
成
功
か
ら
﹂
と
い
う
意
気

込
み
で
あ
っ
た
。

　

三
木
市
で
は
、
県
の
育
成
モ
デ
ル
地
区

と
し
て
平
成
12
年
に
別
所
町
に
設
立
さ

れ
、
２
つ
の
小
学
校
に
１
つ
の
ク
ラ
ブ
を

目
標
に
現
在
は
14
ク
ラ
ブ
が
設
立
さ
れ
て

い
る
。
地
域
の
子
供
か
ら
大
人
ま
で
、
ラ

イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
活
動
や
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成
を
狙
い
と
し
、
複
数

の
種
目
の
実
施
と
、
無
理
な
く
通
え
る
所

に
拠
点
を
置
い
て
い
る
。
ま
た
、
自
主
的

運
営
を
特
徴
と
し
て
い
る
。

　

当
初
に
比
べ
大
人
の
会
員
が
減
少
し
て

い
る
。
指
導
員
の
確
保
や
補
助
金
も
５
年

間
で
終
了
す
る
の
で
会
費
の
値
上
げ
も
課

題
と
な
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

宇
治
市
で
は
、
２
０
０
を
超
え
る
空
き

教
室
の
有
効
活
用
に
つ
い
て
論
議
が
交
わ

さ
れ
た
。
文
部
科
学
省
で
は
施
設
の
転
用

は
社
会
教
育
、
文
化
活
動
な
ど
を
目
的
と

し
た
施
設
が
望
ま
し
い
と
の
考
え
で
福
祉

施
設
の
活
用
に
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
か
っ

た
が
、
営
利
目
的
、
学
校
教
育
に
支
障
が

生
じ
な
い
こ
と
を
条
件
に
特
例
措
置
が
認

め
ら
れ
パ
イ
ロ
ッ
ト
自
治
体
の
指
定
を
受

け
た
。
学
校
運
営
に
支
障
が
生
じ
な
い
よ

う
福
祉
施
設
専
用
玄
関
口
を
設
け
、
平
日

の
昼
休
み
に
は
５
、
６
年
生
の
福
祉
委
員
や

近
く
の
保
育
園
児
と
の
交
流
も
実
施
し
て

い
る
。
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
ほ
か

に
地
域
の
お
年
寄
り
が
気
軽
に
く
つ
ろ
げ

る
デ
イ
ル
ー
ム
も
あ
り
、
お
風
呂
の
利
用

や
、
週
１
回
囲
碁
ク
ラ
ブ
の
児
童
が
お
年

総
務
企
画
委
員
会

文
教
民
生
委
員
会

常
任
委
員
会
行
政
視
察
報
告

常
任
委
員
会
行
政
視
察
報
告

柳
井
市
集
中
改
革
プ
ラ
ン
に
つ
い
て

光
市
財
政
健
全
化
計
画
に
つ
い
て

国
体
の
民
泊
受
け
入
れ

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

柳井市役所前で柳井市役所前で

余
裕
教
室
を
転
用
し
た
老
人
福
祉
施
設

三木市での研修風景三木市での研修風景


